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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

本 研究 は ，小 学 校 道徳 科 の 授業 に お い て ，児童 が ど のよ う に し て自 己 の 生 き方 を 明 ら かに し て い っ

た か， そ の プ ロセ ス を 長 期的 ・ 質 的 に明 ら か に する こ と を 目的 と し た もの で あ る 。  

2018 年 か ら 2021 年に か け て X 市 立 Y 小 学 校 で 実施 さ れ た 99 時 間 の 道 徳授 業 の 中 から ， 特 に 学期

末 の振 り 返 り にお け る 児 童の 発 話 に 着目 し ， 複 線径 路 等 至 性ア プ ロ ー チ（ TEA） を 用い て 分 析 した 。  

 

対 象は ， 小 学 校第 4〜 6 学 年の 約 3 年 間を 通 し て ，卒 業 時 に 自己 の 生 き 方を 明 ら か にし て い た とさ

れ る児 童 4 名 であ る 。複 線経 路 等 至 性モ デ リ ン グ（ TEM）で は，等 至 点（ EFP）を「 自 己 の 生 き 方を 明

ら かに す る 」 と設 定 し ， そこ に 至 る まで の 必 須 通過 点 （ OPP）や 分 岐 点 （ BFP） を 特 定し た 。  

さ らに ，児童 の 分 岐 点 に おけ る 内 面 的変 容 に 迫 るた め ，発 生 の 三 層 モ デル（ TLMG）を用 い て，第 １

層：個 別 活動 レ ベ ル，第 ２層：記号 レ ベ ル，第 ３層：信念・価値 観 レ ベル の 3 層 から ，各 児 童の 自 己

の 生き 方 の 形 成要 因 を 探 った （ 下 図 参照 ）。  

 

分 析の 結 果 ，自 己 の生 き 方を 明 ら か にし た 児 童 には い く つ かの 共 通 点 が見 ら れ た 。ま ず ，い じ め問

題 や コ ロ ナ 禍 と い っ た 身 近 な 現 代 的 課 題 を 扱 っ た 授 業 を 通 じ て ， 自 己 の 弱 さ に 気 づ い た 経 験 が あ っ

た 。ま た ，「 自分 に で き る こと を 考 え る」契 機 を 持 って い た こ とも 共 通 し てお り ，こ れら が 自 己 の 生き

方 の形 成 に 重 要な 影 響 を 与え て い た こと が 示 唆 され た 。  

加 えて ，TLMG の 分 析 か ら は ，「支 え・支 え られ る 実感 」「 人 と の つな が り 」など ，他 者 と の 関わ り を

通 じて 自 己 肯 定感 が 高 ま り， そ れ が 生き 方 を 考 える 契 機 と なっ て い た こと が 示 唆 され た 。  

す なわ ち ，児童 が 自 ら の 弱さ に 向 き 合い ，他 者 との 関 係 性 の中 で「 自 分に で き る こと 」を 模 索す る

プ ロセ ス こ そ が， 自 己 の 生き 方 を 形 成す る 核 心 的な 経 験 と なっ て い る 可能 性 が あ る。  

 

本 研究 の 成 果 は， 道 徳 科 の評 価 や 授 業改 善 に 資 する も の で ある 。 単 発 的な 授 業 評 価に と ど ま らず ，

児 童の 長 期 的 な思 考 の 変 容過 程 を ，時 間 を捨 象 せ ずに 捉 え る 重要 性 を 示 した 点 に 意 義が あ る 。今 後は

さ らな る 事 例 の蓄 積 と 比 較を 通 じ て，自 己 の 生 き 方に つ い て の考 え を 深 める こ と を 可能 と す る 道徳 教

育 ・道 徳 科 の 学習 は ど の よう に し て 生み 出 す こ とが で き る かを ， 一 層 解明 し て い く必 要 が あ る。  

課 題と し て は ，デ

ー タ収 集 の 方 法が 挙

げ られ る 。 本 来 TEA

の デー タ 収 集 では ，

作 成し た TEM 図を 用

い て研 究 協 力 者と の

再 面接 を 行 う トラ ン

ス ビュ ー が 推 奨さ れ

て いる 。 こ の こと か

ら ，今 後 は ト ラン ス

ビ ュー を 用 い たデ ー

タ 収集 に つ い て検 討

し てい く 必 要 があ る 。         図 ． 児 童 A の 発 生 の三 層 モ デ ル（ TLMG 図 ）  

 

【研究成果発表方法】 

 
・「 児童 が 自 己 の生 き 方 に つい て の 考 えを 深 め る プロ セ ス の 追究 ― 複 線 経路 等 至 性 アプ ロ ー チ （ TEA）

に よる 理 解 を 通し て ― 」，浅 部航 太・鈴 木 賢一 ，日 本道 徳 教 育 学会 第 103 回 大 会・自由 研 究 発 表（ 口

頭 発表 ）  

 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て ， 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は ， 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お ， 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


